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昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
九
日
提
出 

質

問

第

一

一

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

乾
燥
果
実
に
対
す
る
亜
硫
酸
類
の
使
用
基
準
な
ど
、
安
全
な
食
品
の
確
保
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
九
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
田 

 

一 

殿 

 

提 

出 

者 
 

林 
 

百 

郎 

 

一 

 



 

昨
年
十
一
月
、
長
野
県
飯
田
市
・
下
伊
那
郡
下
一
帯
で
は
、
特
産
品
の
干
し
柿
に
大
量
の
カ
ビ
が
発
生
し
、
十

一
億
五
千
八
百
九
十
万
円
、
平
年
の
生
産
量
の
五
八
・
七
％
に
の
ぼ
る
被
害
を
受
け
（
長
野
県
農
政
部
調
べ
）
、
干

し
柿
生
産
者
を
始
め
、
不
況
の
も
と
、
近
隣
商
店
の
売
上
げ
が
減
少
す
る
な
ど
、
地
域
社
会
に
深
刻
な
影
響
を
も

た
ら
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
被
害
が
甚
大
と
な
つ
た
の
は
、
干
し
柿
の
乾
燥
期
に
温
度
十
五
～
十
九
度
、
湿
度
八
四
～
九
六
％

と
い
う
気
象
条
件
が
続
い
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
硫
黄
く
ん
じ
よ
う
な
ど
適
切
な
指
導
が
末
端
の
生
産
農
民

に
徹
底
さ
れ
な
か
つ
た
た
め
で
あ
り
、
行
政
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。 

同
時
に
、
昭
和
五
十
七
年
二
月
十
六
日
付
厚
生
省
令
第
四
号
及
び
厚
生
省
告
示
第
二
十
号
で
政
府
が
行
つ
た
、

乾
燥
果
実
に
対
す
る
亜
硫
酸
類
の
使
用
基
準
の
見
直
し
は
、
従
来
の
使
用
基
準
を
一
挙
に
七
十
倍
に
も
引
き
上
げ 

乾
燥
果
実
に
対
す
る
亜
硫
酸
類
の
使
用
基
準
な
ど
、
安
全
な
食
品
の
確
保
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

生
産
農
民
は
、「
日
本
の
農
業
と
国
民
の
健
康
を
無
視
し
た
外
国
農
産
物
輸
入
拡
大
に
道
を
開
く
政
府
の
対
応
は

許
せ
な
い
」
と
非
難
の
声
を
あ
げ
て
お
り
、
一
方
、「
災
を
転
じ
て
福
に
」
と
い
う
こ
と
で
、
長
野
県
伊
那
谷
を
特

産
干
し
柿
の
産
地
と
し
て
一
層
発
展
さ
せ
よ
う
と
、
一
致
団
結
し
て
積
極
的
な
努
力
を
重
ね
て
い
る
。 

こ
の
基
準
見
直
し
は
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
十
六
日
の
本
院
社
会
労
働
委
員
会
に
お
け
る
食
品
衛
生
法
改
正
案

に
対
す
る
附
帯
決
議
で
、
「
積
極
的
に
国
民
の
健
康
の
保
護
増
進
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
」
、
「
食
品
添
加
物
に

つ
い
て
は
、
常
時
そ
の
安
全
性
を
点
検
し
、
極
力
そ
の
使
用
を
制
限
す
る
方
向
で
措
置
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
真
つ
向
か
ら
逆
行
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
国
内
の
生
産
農
民
の
要
望
に
基
づ
か
な
い
、
ア
メ
リ
カ

政
府
や
輸
入
業
者
ら
の
強
い
要
請
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
国
の
農
業
を
発
展
さ
せ
、
国
民
に
適
し
た
品

質
の
良
い
、
安
全
で
鮮
度
の
高
い
食
品
の
供
給
を
保
障
す
る
と
い
う
政
府
の
責
任
を
打
ち
捨
て
る
も
の
で
あ
り
、

断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。 

る
な
ど
、
安
全
な
食
品
を
生
産
し
よ
う
と
い
う
農
民
の
間
に
強
い
不
信
を
招
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

四 

 



 

農
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
行
政
の
対
応
と
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

基
準
見
直
し
の
根
拠
に
つ
い
て 

1 

昭
和
五
十
七
年
二
月
二
十
七
日
付
厚
生
省
環
境
衛
生
局
食
品
衛
生
・
食
品
化
学
課
長
連
名
に
よ
る
各
都
道

府
県
衛
生
主
管
部
（
局
）
長
宛
通
知
に
よ
る
と
、
乾
燥
果
実
に
対
す
る
亜
硫
酸
類
の
使
用
基
準
に
つ
い
て
、

「
輸
入
さ
れ
る
乾
燥
果
実
の
多
様
化
に
伴
い
」
、
「
亜
硫
酸
類
の
使
用
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
要
請
が
あ

り
」
、
「
衛
生
上
の
問
題
は
な
い
た
め
」
、
使
用
量
を
従
来
の
三
〇

ppm
か
ら
二
、
〇
〇
〇

ppm
に
緩
和
す
る
こ
と
に

し
た
と
し
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
外
国
か
ら
の
輸
入
乾
燥
果
実
が
多
様
化
し
た
た
め
、
そ
の
流
通
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
外
国

や
輸
入
業
者
な
ど
の
要
請
に
応
え
、
基
準
を
緩
和
し
た
と
理
解
し
て
よ
い
の
か
。 

ま
た
、
国
内
生
産
農
民
や
消
費
者
の
立
場
か
ら
基
準
見
直
し
の
要
望
は
あ
つ
た
の
か
。 五 

 



 

4 

前
記
附
帯
決
議
で
も
、
「
食
品
添
加
物
に
つ
い
て
は
、
常
時
そ
の
安
全
性
を
点
検
し
、
極
力
そ
の
使
用
を 

3 

国
内
の
干
し
柿
生
産
農
家
は
、
従
来
三
〇

ppm
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
硫
黄
の
使
用
に
つ

い
て
は
最
大
限
の
神
経
を
使
い
、
努
力
し
て
き
た
。
今
回
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
行
政
担
当
者
の
中
か
ら

も
「
な
ぜ
改
正
さ
れ
た
の
か
」
と
の
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

2 
政
府
は
、
本
年
五
月
十
九
日
の
本
院
物
価
問
題
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
我
が
党
岩
佐
恵
美

議
員
の
質
問
に
答
え
、
「
そ
の
添
加
物
の
安
全
性
が
従
前
と
同
じ
考
え
方
で
十
分
に
保
障
さ
れ
、
ま
た
必
要

性
あ
る
い
は
有
用
性
と
い
つ
た
も
の
が
明
ら
か
に
存
在
す
る
場
合
」
添
加
物
を
追
加
す
る
と
し
て
い
る
。 

今
回
の
亜
硫
酸
類
の
使
用
基
準
見
直
し
は
、
新
た
な
品
目
の
追
加
で
は
な
い
が
、
使
用
量
を
一
挙
に
七
十

倍
に
も
増
や
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
安
全
性
、
必
要

性
、
有
用
性
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

な
ぜ
従
来
の
三
〇

ppm
で
は
い
け
な
い
の
か
、
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

5 

添
加
物
の
使
用
基
準
設
定
に
つ
い
て
は
、
日
本
農
業
の
発
展
と
安
全
な
国
民
食
糧
の
確
保
と
い
う
観
点
か 

制
限
す
る
方
向
で
措
置
す
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
食
品
衛
生
法
の
運
用
に
あ
た
つ
て
は
、
単
に
危

害
の
防
止
に
止
ま
ら
ず
、
積
極
的
に
国
民
の
健
康
の
保
護
増
進
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。 

一
方
、
昨
年
の
カ
ビ
発
生
に
対
し
て
も
、
硫
黄
く
ん
じ
よ
う
を
繰
り
返
し
た
所
で
は
被
害
を
少
な
く
し
て

お
り
、
農
民
の
間
で
は
、
原
則
は
三
〇

ppm
と
す
べ
き
で
あ
り
、
万
一
カ
ビ
が
発
生
し
そ
う
な
時
で
も
多
く
て

も
一
〇
〇

ppm
も
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
農
民
は
、
二
、
〇
〇
〇

ppm
は
必
要

な
い
と
し
て
従
来
の
三
〇

ppm
を
引
き
続
き
守
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

国
会
決
議
か
ら
い
つ
て
も
、
農
民
や
消
費
者
の
要
望
か
ら
い
つ
て
も
、
添
加
物
は
極
力
少
な
く
す
る
こ
と

が
行
政
の
基
本
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
先
の
使
用
基
準
「
改
正
」
に
つ
い
て
は
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。 

七 

 



 

二 

今
後
の
対
応
に
つ
い
て 

2 

干
し
柿
な
ど
乾
燥
果
実
に
対
す
る
亜
硫
酸
類
の
使
用
基
準
に
つ
い
て
、
諸
外
国
が
二
、
〇
〇
〇

ppm
か
ら
無

制
限
と
い
う
状
況
の
中
で
、
国
内
産
に
限
つ
て
は
こ
れ
ま
で
、
農
民
の
多
大
な
努
力
で
三
〇

ppm
な
ど
、
厳
し

い
安
全
基
準
が
守
ら
れ
て
き
た
。 

1 

カ
ビ
発
生
が
予
想
さ
れ
る
気
象
条
件
の
も
と
で
、
適
切
な
指
導
が
末
端
農
民
に
ま
で
徹
底
さ
れ
ず
、
大
き

な
被
害
を
与
え
た
。
そ
の
反
省
の
上
に
立
つ
て
、
今
後
、
乾
燥
技
術
の
開
発
・
指
導
、
乾
燥
施
設
の
整
備
・

改
善
な
ど
に
つ
い
て
は
、
農
民
の
要
望
を
よ
く
聞
き
、
国
の
財
政
援
助
の
拡
充
を
含
め
て
、
キ
メ
細
か
く
行

う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

ら
、
対
外
重
視
で
な
く
、
自
主
的
な
立
場
を
明
確
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

政
府
が
今
な
す
べ
き
こ
と
は
、
農
民
や
消
費
者
の
要
求
を
無
視
し
て
外
国
並
み
の
基
準
と
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
逆
に
安
全
基
準
を
厳
守
し
、
国
内
農
産
物
の
安
全
性
を
政
府
自
ら
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
、
生
産 

八 

 



 

 

九 

農
民
を
援
助
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


